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一

九
三
〇

年
代
後
半
に
は
、

日

曜
学
校
を

卒
業
し
た

二

世
が
教

師
と
な

っ

て

二

世
を
教
え
る

よ
う
に

な
る

。

教
師
の

講
習
会
が
開
催
さ
れ
る

よ
う

に
な
り、

教

育
内
容
や
教
授
方
法
な
ど

の

講
習
が

行
わ

れ
る

。

日

曜
学
校

教
師
の

認
定

証
も
本
部
か
ら
発
行
さ
れ
る

よ

う
に

な
っ

た
。

こ

う
し
て

二

世
に
よ

る

日

曜
学
校
が、

登
場
し
た

の

で

あ
る

。

一

世
が
力
を
も
っ

て

い

た

と

考
え
ら
れ

る
戦
前
の

ア

メ

リ

カ

浄
土

宜ハ
宗
の

な
か

で
、

二

世
が
主
体

と

な
っ

て
、

子
ど

も
た

ち

に
仏

教
を

教
え
伝
え
て

い

く
と

い

う
か
た

ち

が、

口
曜
学

校
で

は

ひ

と

あ
し
早
く
行
わ

れ

て

い

た
。

新
宗
教
教
団
の

展
開
過
程
に

お

け
る

「

宗
教
境
界
」

の

更
新

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

佐
藤

　
　

洋

　

欧
米
の

宗

教
社

会
学
に

お

け
る

セ

ク

ト
（

Qり

Φ

911

少
数
教

派）

概
念
の

基
本
的
な

性
格
は
、

世

俗
社
会
と

チ

ャ

ー

チ
（
O
げ

霞
o
『

11

既
成
教
派∀

に

対
す
る

排
他
主
義
的
な
性
向
に

求
め

ら

れ

る
。

こ

う
し
た

性
向
は

欧
米

の

キ

リ
ス

ト
教
の

セ

ク
ト

以

外
に

は

あ
ま

り
見
ら

れ
な
い

が
、

戦

後
の

日

本
で

勃
興
し
た

創
価
学
会
（

日
蓮
正

宗
か

ら

破
門
さ
れ

る

ま
で
）

な

ど

の

一

部
の

日
蓮
系
新
宗
教
の

中
に
も
比

較
的
強
い

形
で

見
ら

れ
る

。

チ

ャ

ー

チ
・

セ

ク

ト
論
の

文
脈
で

は
、

セ

ク

ト
の

デ

ノ

ミ

ネ
ー

シ

ョ

ン

化
と

言
う

こ

と

が

出
来
る

が、

こ

の

概
念
は
、

そ
の

ま
ま
で

は

日

本
の

新
宗
教
に

当

て

は

ま
ら
な
い

。

し

か
し
、

排
他
性
の

強
い

創
価
学
会
に

は

妥
当
な

概
念

だ
と

考
え
ら

れ

る
。

そ
し

て
、

新
宗
教
教
団
が

発
展
し

て

い

く
過
程
で
、

教
団
の

大
規
模

化
に

伴
い

「

社

会
適
応
」

を

遂
げ
る

の

は

あ

る
種
「

普

通
」

の

現
象
で

あ
る
。

創
価
学
会
も

「

言
論
出

版
妨
害
事
件
」

や

公

明
党

と
の

「

政
教
分
離
」

問
題

な
ど
、

社

会
か

ら
の

統

制
に

応
じ
て

「

社
会
適

応
」

を

遂
げ
た

。

　

し
か
し
な
が

ら、

他
の

新
宗

教
よ
り
も
比
較
的
強
い

排
他
性
を

持
ち、

内
棲
宗
教
で

も
あ
っ

た
創

価
学

会
は、

新
宗
教
一

般
が

持
っ

て

い

な
い

問

題
を
内
包
し
て

お
り、

他
の

新

宗
教
の

場
合
と
は

多
少

異
な
っ

た

運
動
過

程
を

辿
ら
ざ
る

を
得
な
い

。

特
に、

母
教
団
と

の

関
係
・

局
面
が

重

要
に

な
っ

て

く
る

。

内
棲
宗
教
で

あ
っ

た
創
価
学
会
が
社
会

適
応
を

遂
げ
よ

う

と

し
た

時、

母
教
団
が
そ
れ
を

受
け
入
れ
な
い

場
合
に

は、

新
た

な

対
立

葛
藤
が

そ
こ

に

生
じ
る
の

で

あ
る

。

　

本
発
表
で

は
、

戦
後
の

創
価

学
会
が

今
日
ま
で

の

運

動
過
程
で

ど
の

よ

う
に

そ
の

「

境
界
」

を
設

定
・

更
新
し
社
会
適
応
を
図
っ

た
の

か

を

明
ら

か
に

す
る

こ

と

を
目
的
と

す
る

。

そ
こ

で
（
a
）

排
他
的

教
団
性

、

（
b

）

協

調
的
教
団
性、
（
c

）

社
会
的
宗
教
性、

（

d）
母
教
団
的

宗
教
性

、

を

境
界

の

構
成
要
素
と

し
て

定
義
し
た

。

　

ま
ず
（
a
）
は

a11

「

母
教
団
の

教
義
や

宗
教
的

源
泉
に

基
づ

く

宗
教

実
践
・

実
践
」

a12

「

他
宗
教
や
教
団
に

対
す
る

邪
宗
教
・

謗
法

視
」

で

構
成
さ
れ

た

も
の

で
、

社
会
（
他
宗
教
】

般
を
含
む）

と
の

宗
教
的
な

信
念
・

習
俗
な
ど

の

乖
離
性
を

意
味
す
る

。

（
b
）
は

b
−

1
「

教
団
が

行

う
社
会
・

文
化
活
動
（
例
え
ば、

核
廃
絶
運
動
・

美
術

展
・

コ

ン

サ
ー

ト

な
ど
の
）

」

b12

「

他
宗
教
や
教
団
に

対
す
る
理
解
」

で

構
成
さ

れ
、

こ

れ

は

社
会
と

協
調
す
る
立

場
で

あ
り

、

母
教
団
と
は
一

種
の

乖

離
性
を
意

味
す
る

要
素
で

あ
る

。

（

c
）

は
「

社
会
的
に

ド

ミ

ナ

ン

ト
な
価

値
観
を
理

解
・

協
調
を

す
る

立

場
」

で
、

こ

れ

は

母
教
団
（

既
成
教
団）

と
は

異
な

っ

た
（
そ
れ

ゆ

え
葛
藤
と

対
立
の

源
泉
と

な

る
）

性
向
を
意
味

す
る

。

こ

こ

で

い

う
ド
ミ

ナ
ン

ト
な
価
値
観
は

、

例
え
ば
正

月
は

神
社
に
初
詣
・

結

婚
式
は
キ
リ

ス

ト

教
・

葬
式
は

仏
教
な
ど

に

み

ら

れ
る

他
宗
教

寛
容

観
な

ど
を
想

定
し
て

い

る
。

（

d）
は
「

社
会
的
に

ド

ミ

ナ

ン

ト
な
価
値
観
か

ら
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距
離
を
と
る

立

場
」

で
、

母
教
団

（

既
成
教
団）

の

教
義
や
儀
礼
そ
の

他

に
基
づ

く
性
向
を

意
味
す
る

。

　

本
研
究
で

明
ら

か
に

な
っ

た
点
と
し

て
、

下
記
四

点
を
挙
げ
る

こ

と
が

出
来
る

。

　
（

1∀
内
棲
教
団
の

発
展
・

拡
大
は

対
社
会
（

主
に

他
宗
教
）

に

対
し
、

積
極
的
に

境
界
の

設
定
が
お

こ

な
わ
れ

る
。

（
2）
内
棲
教
団
の

社
会
適
応

は

対

社
会
・

母
教

団
に

対
し、

境

界
の

設

定
が
お
こ

な
わ

れ

る
。

し
か

し
、

そ
れ

は

同
時
に

母
教
団
と
の

間
に

軋
轢
・

葛
藤
を
引
き
起
こ

す
こ

と

を

意
味
す
る

。

こ

れ

は

母
教
団
の

統
制
を

受
け
自
由
度
が

低
く、

且

つ

排

他
性
の

強
い

内
棲
教
団
の

特
殊
性
を
示
し
て

い

る

と

考
え
る

。

（
3）
内

棲

教
団
の

自
立

化
は

社

会
に

対
し

て

以
上

に
母

教
団
に

対
す
る

境
界
の

設

定
・

更

新
が

能
動
的
に

行
わ
れ

る
。

ま
た

、

母
教
団
と
の

軋
轢
・

葛
藤
を

経
て

自
立

化
が

進
む
と

在
家
主

義
路
線
を

積
極
的
に

展
開
す
る

。

（
4）
母

教
団
と

は

異
な
る
ベ

ク

ト

ル

の

境
界
を
能

動
的
に

提
示
・

更
新
を

す
る

こ

と

は、

内

棲
教
団
が

社

会
適

応
と
自
立

化
を

果
た

す
上
で

非
常
に

重

要
な

意
味
を
持
つ

。

ア

ラ

ン

タ
研

究
黎

明
期

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

飯
嶋

秀
治

　

ア

ラ

ン

タ
は

、

オ
ー

ス

ト
ラ

リ
ア

先
住

民
の

う
ち

、

中
央
砂
漠
地

帯
を

中
心
に

し
て

暮
ら

す
現

在
、

約
二

千
人
前

後
の

言
語

集
団
で

あ
る

。

　

本
発
表
で

は
こ

れ
か
ら
発

表
者
が
焦
点
を
当
て

て

論
じ
て

行
く
四

つ

の

研
究
領
域
の

最
前
線
の

主
題
を
研
究
の

「

黎
明

期
」

と
し
て

紹
介
し
て

ゆ

き
た

い

と

思

う
。

　

第
一

の

最
前
線
は

、

ア

ラ

ン

タ
研
究
の

歴
史

的
「

黎
明
期
」

で

あ
る

。

一

八

九

九
年、

ス

ペ

ン

サ

ー

と

ギ
レ

ン

に

よ

っ

て

書
か
れ
た
世

界
最
初
の

民
族
誌
と

言
っ

て

も
過
言
で

は

な
い

『

中
央
オ

ー

ス

ト
ラ

リ
ア

の

原
住
諸

部
族
』

は
、

西
欧
知
識
人
を

宗
教
起
源
論
の

解
明
に
夢
中
に

さ
せ

た
（
飯

嶋

二

〇
〇
七）

。

な
ぜ

な
ら

当
時、

ヘ

ッ

ケ

ル

と
ス

ペ

ン

サ
ー

の

社
会
進

化
論
が
、

人
類
の

ア

ジ

ア

起
源
説
を

採
用
し
て

い

た

か

ら
で

あ
り、

そ
れ

ゆ

え
に

、

初
期
の

人
類
学
者
的
フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

も
ト
ロ

ブ
リ
ア

ン

ド

諸

島
や

ア
ン

ダ
マ

ン

諸
島
で

行
わ
れ

た

の

で

あ
っ

た
。

現
在
オ
ー

ス

ト
ラ

リ

ア

で

は

こ

の

民
族
誌
の

出
版
以

前
の

ギ
レ

ン

の

日
記
や
フ

ィ

ー

ル

ド
ノ

ー

ト
、

ス

ペ

ン

サ
ー

の

写
真
や

伝
記
が

出
版
さ

れ
て

お
り、

歴
史
的
「

黎

明

期
」

研
究
の

黎
明
期
が

訪
れ

て

い

る
。

　

第
二

の

最
前

線
は
、

そ
の

ア

ラ

ン

タ

研
究
の

キ

リ
ス

ト

教

化
研
究
の

「

黎
明
期
」

で

あ
る

。

そ
も
そ

も
、

ス

ペ

ン

サ

ー

と

ギ
レ

ン

の

直
後

、

そ

の

言
語
の

理
解
が

疎
か

で

あ
る

と

指
摘
し
、

自
ら

神
話
と

慣
行
に

関
す
る

民

族
誌
を
描
い

て

き
た

の

が
、

キ

リ

ス

ト

教
ル

タ

ー

派
の

シ
ュ

ト

レ

ロ

i

牧

師
親
子
で

あ
っ

た
。

近

代
の

人

類
学
者
に

と
っ

て
、

キ

リ

ス

ト

教
化
し

た
オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

先
住
民
の

存
在
は

、

二

次
的
な

関
心
を

惹
く
も
の

で

し
か

な

く
、

キ

リ
ス

ト

教

研
究
か

ら
も
オ
ー

ス

ト
ラ

リ

ア
先
住
民
の

そ
れ

へ

の

関
心
は

周
辺
的
な
も
の

で

あ
る

た
め

、

こ

の

研
究
は

二

〇
〇

〇

年
代

ま
で

大
き

く
遅
れ
る

こ

と
に

な
っ

た
、

し
か
し

、

こ

の

百

年
の

問、

『

聖

書
』

や

讃
美
歌、

問
答
集
の

翻

訳
、

西
ア

ラ

ン

タ
の

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト

化

と
、

東
ア

ラ

ン

タ
の

カ

ソ

リ

ッ

ク

化、

オ
ー

ス

ト
ラ

リ
ア

先
住
民
牧

師

化
、

教

会
の

キ

リ

ス

ト

像
の

先
住
民
化
な
ど、

目
ま

ぐ
る

し

い

変
化
を
迎

え
た

。

ア

ラ

ン

タ

民
族
の

キ

リ

ス

ト

教
化
の

歴

史
は

、

ま
だ
わ

ず
か

な

先

行

研
究
し
か

な
い

が
、

シ
ュ

ト
レ

ロ

ー

牧
師
親
子
の

研
究
や
、

初
期
ア

ラ

ン

タ

宣

教
師
の

研
究
が

出

始
め
て

い

る
。

そ

こ

か
ら
キ

リ
ス

ト

教
化
し

た
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